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1. はじめに 

 平成 28 年（2016 年）熊本地震では，4 月 14 日 21 時 26 分（前震）と 4 月 16 日 01 時 25 分（本震）で震

度 7 という強い揺れを観測した．この地震により熊本県と大分県の多くの橋梁が損傷した．  

 本研究では，GIS (Geographic Information Systems: 地理情報システム) を用いて熊本地震による地盤変

位や震度分布，橋梁の位置やその被災状況などの情報を纏めたデータベースを構築し，これを用いて被災し

た橋梁の損傷メカニズムの分析を試みることを目的としている．  

 

2. 研究方法 

 被災橋梁の位置情報と頂いた情報を自身で決めた項目（表 1）ごとに整理した csv ファイルを GIS に読み

込ませ，位置情報とステータスを地図上で可視化するとともに，地盤変位や断層の位置，震度分布図などの

被災の原因になり得るものを同じ地図上に載せる． これらのデータは，気象庁 1)，国土交通省 2)，防災科研

などで公開されている． 

損傷の具合やその橋梁に位置でどのような損傷の要因になるであろうものがあるか，その要因と損傷の関

連性から，橋梁の損傷メカニズムを分析し，それをまとめたデータベースの構築を試みる． 

 

表 1 考案した項目 

橋梁の被災状況  位置 地 盤 変 位

ベクトル 

震 度

観 測

点 

断層の図 (国土地

理院より引用) 

震度分

布図 

竣 工

年 

震 源

位置 

橋長 

損 傷 の

有無 

耐荷性能 走 行

安 全

性 

 

3. GIS にて地図上に整理した情報の可視化した概要 

 

  

図 1 は熊本市内の橋梁を損傷の有無で色分けしたもので，青≂損傷無し,赤≂損傷有りを表している.走行安全

性，耐荷性能はランク分けを行っているので色ごとに識別可能，今回は走行安全性を図 2 で掲載した，赤≂

a(走行不可),青≂b(通行注意),緑≂c(被害なし)で表されている．また竣工年や橋長などは段階ごとに色分けし

図 １ 損傷の有無 図 2 走行安全性 
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ており，スケールの大きい橋梁小さい橋梁のみ，古い橋梁新しい橋梁のみ表示することも可能である． 

 

 

 

地盤変位をベクトルとして表したものになる，また図 4 に示すわ熊本市内の断層の位置であり,図 3

で分かるように断層を境に地盤の移動する方向が変わっていることがわかり上記を考慮できる . 

図 5 はプロットした橋梁の位置をクリックするだけで北緯,東経,竣工年,形式,橋長,点検結果,橋梁名

(ラベル表示)が見られウェブサイトを掲載することも可能である． 

 

 

 

図 5 地物情報  

 

4. 分析の概要 

 損傷の有無や走行安全性でランク分けしプロットしたものの，位置と震源からの距離，その点近くの観測

点での最大加速度などと，橋梁一つ一つの損傷の仕方の関係性から破壊メカニズムの推測する．また，地盤

変位が発生したことにより地震の揺れだけでなく断層を境目に橋梁の支承が各々違う方向にずれまた

裂き状態で破壊されるなどの可能性も考慮できる．図 3 で分かるように，断層を境に地盤の移動する方

向が変わっていることがわかり上記を考慮できる． 
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図 ３ 地盤変位ベクトル表示 図 4 断層 
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